
自立活動・指導事例集 福島県特別支援教育センター 

「なりたい自分」と振り返り活動を関連付け、活動の意義の理解を促す授業 

学校種 特別支援学校 学年 高等部２年 障がい種 聴覚障がい 

対象の 

児童生徒の 

実態 

･ある程度口話でコミュニケーションをとることが可能で相手に応じた対応ができる。 

･情報の獲得については、本人にとっての必要性がないと難しい。 

･集中が持続しにくい。 

･整理整頓が苦手であるが、本人に困り感はない。 

･時間的、空間的に予測できる範囲が狭く、見通しや優先順位が決められない。 

･体を動かすことが好きであり、陸上部の活動に意欲的である。スポーツインストラク

ターになりたいという希望がある。 

短期目標 
行動や体験に基づいて獲得した自分の考えや感情を整理して、言語（音声・文字・手

話）を用いてフィードバックできる（振り返りができる）。 

必要な項目の

選定 

（６区分２７項目） 

･身体の動き     (5) 作業に必要な動作と円滑な遂行 

･コミュニケーション (6) 言語の形成と活用 

※ これらの内容を関連付けて設定した指導内容のもと、以下の指導を実施した。 

具体的な 

指導内容 

好きなことや経験したことを通して、自分の考えや思いを言語化する。 

経験に結びついた言葉を用いて、行動や感情を振り返ったり、他者に伝えたりする。 

単元（題材）名 「なりたい自分になるために」 指導形態 集団／個別 

単元（題材）の 

目標 

･自分の考えや思い、将来なりたい姿を書いたり発言したりすることができる。 

･自分の行動や感情を振り返り、変容や成長した点について表現することができる。 

･自分の行動や感情を整理して振り返ったことの良さに気付くことができる。 

単元（題材）の 

計画 

いろいろな場面での対話を通して自分を振り返る 

① 好きなこと、苦手なことについて振り返る。 

② 職場体験実習（スポーツジム）を振り返る。 

③ 振り返りを通して、今年度の成長と来年度の課題 

について考える。 

④ 振り返りの良さや意義について考える。 

指導の実際 【職場体験実習の振り返り】 

・実習を振り返り、知識や考えの変化をワークシ

ートの表に整理し、実習前後で比較した。 

・実習を経験し、将来なりたいスポーツインスト

ラクターの姿を文章化し、発表した。 

【マインドマップ形式による情報の整理】 

・好きなことや苦手なことを振り返り、自分の考えを

マインドマップ形式で言語化し、整理した。自分の

思考と行動を関連付け、マインドマップで俯瞰した。 

・複数のマインドマップを比較し、本人の過去と現  

在の自分の対比になっていることに気付けるように

した。成長のきっかけや過去の自分の思考について

振り返ることができるような対話を行った。 

＜生徒の変容、考察＞ 

当初は、自分の行動を言語化して振り返る必要性を感じていなかったため、生徒が

目指す姿をテーマに活動を設定したところ、学習の意義を感じられるようになった。

教師と対話を通して振り返りを積み重ねたことで、生徒は言語化して振り返る必要性

に気付くことができた。生徒が思考を整理しやすい振り返り方に改善したことで、生

徒の「好きなことだけでなく、日常生活においても目的や見通しをもって行動するこ

とが大切である。」という気付きにつながったと考える。 

  （令和６年度作成） 

＜本人に合った振り返り方の検討＞ 

※一部抜粋 

 


